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2025 年 10 月 2 日

キヤノンマーケティングジャパン株式会社

 “情報公開支援システム”にて官公庁の情報開示業務を効率化
～世田谷区の開示請求対応を迅速化～

キヤノンマーケティングジャパン株式会社（代表取締役社長：足立正親、以下キヤノンMJ）は、官公庁における情報
開示請求への対応を効率化する“情報公開支援システム”の提供を開始しました。公文書に含まれる個人情報などの
機密情報を自動で抽出 ・ 黒塗りし、黒塗り文書のテキストデータを削除し画像化した開示文書を出力することにより、
セキュリティリスクを軽減した情報公開を実現します。このたび、東京都世田谷区（区長：保坂展人、以下世田谷区）に
4月より導入し、業務負荷の軽減と区民対応の迅速化が進んでいます。この導入により、開示請求1件あたりの作業
工数を約50％削減することが見込まれ、情報開示請求業務のDX推進に貢献しています。

“情報公開支援システム”の概要図

日本国内では法令に基づき、誰でも公文書の開示請求を行うことができます。請求件数は年々増加傾向にあり、
国民の開示請求への認知は一層高まっています。開示請求を受けた各行政機関は、マスキングテープや市販の文書編集
ツールを使用して手作業で黒塗りを行い、公文書上の機密情報を不開示にする作業を実施しています。また、不開示
箇所と不開示理由※1 を請求者に通知する必要があり、不開示理由書の作成にも多くの時間を要しています。近年では、
職員の人的ミスによる黒塗りの抜け漏れや、請求者が黒塗り部分のテキスト情報を復元する行為による情報漏えいが
発生しています。

“情報公開支援システム” は、これまでキヤノンMJグループがメールセキュリティ製品や文書検索ソリューションの開発で
培ってきた自然言語処理技術により、公文書に含まれる機密情報の候補を自動で抽出します。抽出された該当箇所
には角型や丸型、トリミング※ 2 など、柔軟な形で黒塗りを行うことができます。また、それぞれの黒塗り箇所に不開示
理由をひもづけることで、ワンクリックで不開示理由の通知書案を出力でき、省力化とスムーズな書類作成を実現します。
加えて、本システムで作成した黒塗り文書は、黒塗り部分を含めたテキストデータを削除し、画像化した状態でPDFファ
イルを生成するため、請求者が黒塗り部分のコピーや復元を行うことができず、情報漏えいを防止した開示を実現します。

キヤノンMJは本システムを2025年4月より世田谷区向けに導入しています。世田谷区では年間約600件※3 の開示
請求があり、これまで機密情報を1件ずつ目視で確認し、不開示箇所の黒塗りや黒塗り文書のコピー作業、不開示
理由書の作成、開示までをすべて手作業で行っていました。そのため作業負荷が非常に高く、情報公開業務の効率化・
迅速化が急務となっていました。本システムを導入することで、機密情報の保護を強化しながら1件あたりの作業工数
を約50％削減でき、関連業務も含め年間で約1,200人日以上※4 の業務削減を見込んでいます。情報公開業務の
DXにより、セキュリティリスクの軽減と業務負荷の低減を両立するとともに、区民からの開示請求に迅速に対応できる
ようになり、創出された人手や時間を区民へのサービス向上へと還元できることが期待されます。

キヤノンMJは、今後も“情報公開支援システム”を官庁や地方公共団体、独立行政法人などに提供することで、公共
機関のDX推進と安心 ・ 安全な住民サービスの向上を支援していきます。
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※1. 法律や条例の該当号を指す。
※2. トリミング機能に関して特許取得済み（特許第7606127号）。
※3. 世田谷区「情報公開制度 ・ 個人情報保護制度の実施状況（令和5年度）」より。
※4. 令和5年度の開示請求件数に対し、「情報公開支援システム」の導入により削減できる工数を、世田谷区の1件当たりの平均作業工数をもとに計算

（キヤノンMJ調べ）。
※    記載されている会社名や商品名などは、各社の商標または登録商標です。
※    赤字部分は2025年10月29日更新。

●一般の方のお問い合わせ先 ：キヤノンマーケティングジャパン株式会社   
  ITソリューション企画部  デジタルビジネス営業推進課

https://forum1.canon.jp/public/
application/add/12234

●報道関係者のお問い合わせ先：キヤノンマーケティングジャパン株式会社   
  広報部  パブリックリレーションズグループ 03-6719-9093（直通）

●情報公開支援システム
    ホームページ

：https://canon.jp/biz/solution/bizsupport/disclosure-support

〈“情報公開支援システム”の特長〉
1）不開示候補の自動マスキングが可能

•	キヤノンMJグループが持つ自然言語処理技術の活用により、文書内の個人情報や法人情報、日時、マイナンバー
などの機密情報を自動で抽出し、画面上にハイライト表示することによる業務効率化を支援

•	抽出したい語句を事前にシステム上に登録することで、登録した語句の自動ハイライト表示が可能

2）豊富な形式の手動マスキング機能を搭載

•	角型や丸型、文字列型などの形式を選択でき、文書内の不開示箇所への柔軟な黒塗りを実現

•	システム上で不開示候補の文字列を検索し、該当箇所に黒塗りすることも可能

手動マスキング機能（一部）

3）不開示理由書の簡易的な作成 ・ 出力を実現•	黒塗り箇所に応じて、不開示理由にあたる法律の条項番号や条例をボタン形式でひもづけが可能

•	ひもづけた不開示理由に基づき、「不開示とした箇所」「不開示理由の定型文」を含んだ不開示理由書をワンクリックで
Excel形式により出力

•	カラー /モノクロページ数を自動判別し、出力した理由書に自動で記載することで、開示実施手数料の計算を簡易化

4）機密情報の漏えいを防いだ安心安全な開示業務が可能•	出力した黒塗り文書は、黒塗り部分を含めたテキストデータをすべて画像化し PDF ファイルとして出力することで、
開示後の機密情報の漏えい事故を防止

•	完全スタンドアロン型のシステムのため、外部との通信を行わず、機密情報も安心して取り扱いが可能


